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　令和７年度のにかほ市教育委員会では、

昨年度に引き続き「超にかほ一体」を合い

言葉に各種施策を進めていきます。市制２０

周年を迎え、４年目となる「にかほ市教育

大綱」をベースに、旧３町が持っている教

育資源の貴重な価値をさらに認知し活用し

ながら協働して教育政策に取り組み、にか

ほ市の教育が秋田県の「ふるさと教育」を

牽引していけるよう推し進めていきます。

　学校教育においては、昨年の小・中学校

訪問を踏まえ、教職員は同僚や子どもた

ち、保護者を含めた他者に対して、「スマ

イル＆リスペクト」をキーワードとした教

育を実践していきます。また、「非認知能

力」を意識した教育活動の推進として、学

力検査等では測定・数値化できない能力で

ある、「やる気、忍耐力、協調性、自制心」

など、人の心や社会性に関する力、自分と

他者を大切にできる非認知能力の育成を常

に意識した教育を行い、「認知能力」と

「非認知能力」のバランスを考慮しなが

ら、個別最適な学びを提供できる学校教育

を展開していきます。

　学校環境適正化の計画については、少子

化により出生数が減少するなかで、これま

で広く市民の皆さまからいただいたご意見

やご要望を踏まえた計画の実行にさらなる

検討を重ねていきます。学校環境の適正化

には学校教育の質を確保し、子どもたちが

相互に関わりを持って、他者に対して優し

く寄り添える「にかほ人（びと）」の育成

と、地域を笑顔で元気にする教育環境の整

備が重要です。そのためには、にかほ市に

おける将来の子どもの数について、予測

データ等を参考にしながら多様な視点を取

り入れ「適正な学校の在り方」について、

綿密に検討していく必要があります。　

　にかほ市教育委員会は、教育行政を預か

るものとしての「責任の重大さ」をあらた

めて深く認識し、令和７年度は何が最適解

かを追究しながら、地域に根ざし信頼され

る教育、未来を拓く教育を進めるために全

力で努力していきます。
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　令和６年度に実施し

た自治会代表者や民生

児童委員等との研修会

を活かして、避難行動

要支援者個別避難計画

を作成し、誰ひとり取

り残さない防災を目指

します。

　また、白幡森周辺エ

リア、若者支援住宅の

整備については、今年

度中の完了・引き渡し

に向けて、敷地造成工

事を進めます。

　市内中小企業を対象

に、求人サイトへの掲

載料やＳＮＳなどによ

る情報発信の費用の一

部を支援し、若者の採

用に積極的な企業を支

援します。

　また、若年就業者を

対象としたコミュニ

ケーションスキルやモ

チベーションの向上に

つながるセミナーを開

催し、若者の地元定着

を推進します。

　市民がスポーツに親

しむきっかけづくりと

して地域のスポーツ団

体や市スポーツ協会、

スポーツ推進委員等と

連携を図り、「スポレ

ク祭」などの体験型イ

ベントや体験教室を開

催します。

　また、自治会等の要

望に応じた出前講座や

市内スポーツジムを活

用した体力づくりに積

極的に取り組みます。

　本年１０月１日に市

制施行２０周年を迎え

る節目に、市民のさら

なる一体感や地域への

愛着を醸成するため、

２０周年記念式典を実

施します。

　また、仁賀保高校に

地域コーディネーター

を新たに配置し、関係

機関とより一層の連携

強化を図り、魅力化プ

ロジェクトを推進しま

す。

　地域農業の中心とな

る担い手と新規就農者

の育成・確保に努める

とともに、稲作と高収

益作物の複合化に必要

な機械・設備の導入支

援を継続します。

　また、昨年６月に

オープンしたニカホア

ウトドアベースを拠点

とした㈱モンベルとの

連携により、アウトド

ア観光の推進と交流人

口の拡大を目指します。

７５歳以上が対象の

声かけ見守り巡回事業

を、要介護認定者が増

加する８０歳以上に引

き上げ、一人ひとりに

十分な時間を確保し、

問題の早期発見のため

の体制を強化します。

　また、生活支援コー

ディネーターを配置し、

集落サロンなど地域の

居場所等に出向き、困

りごとなどの情報収集

に努めます。

　子どもたちのスポー

ツ機会の充実を図るた

め、スポーツ少年団活

動の支援および中学校

運動部活動の地域展開

に向け、地域のスポー

ツ団体と連携して取り

組みを進めます。

　また、幼児・児童期

の体づくりを、ＮＰＯ

法人ＢＳスポーツクラ

ブにかほと連携を図り

ながら、各種活動を展

開します。


